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第４回シンポジウム「神戸大学のミリョク」について 

 

神戸大学学長補佐 佐伯壽一 

 

神戸大学は１１学部１４研究科を擁する大規模総合大学ですが、その規模や教育研究活

動に見合うだけの認知度を、特に東日本ではあまり得られていないと考えてきました。神

戸大学をもっと多くの人に知ってもらおう、単に名前だけではなくどのような大学かにつ

いて正しく認識してもらうために、首都圏における神戸大学のプレゼンスの向上という活

動を神戸大学基金の行動計画のひとつに組み込んでいます。 

そこで一昨年２月に第１回のシンポジウム「神戸大学のミリョク」というテーマで開始

し、昨年までに３回開催して本学の東京地区でのプレゼンス向上に一定の成果を挙げてき

ております。 

今年は、９月２７日（日）に東京・秋葉原UDXカンファレンスにおいて第４回のシンポ

ジウムを開催することになりました。過去３回は主な対象を中高生とその保護者を強調し

て募集しておりましたが、今回は広く一般の方にもご参加いただきたいと考えております。

もちろん、これまでと同様に東京地区での志願者増加も意識しておりますので、中高生と

その保護者の方々には進学相談などのコーナーも準備しております。 

シンポジウムの中核企画となる講演については「世界の中の日本サブカルチャー：神戸

からの研究発信」「はやぶさ２：人工クレーターへの挑戦」というテーマで講演を行います。

講演以外の企画では、ポートアイランドにある統合研究拠点の３次元可視化システムを会

場に持ち込み、見学会の実施や研究成果の展示なども行います。また、休憩時間には神戸

スイーツの提供や神戸大学農場生産物の試食会も行います。 

詳しいプログラムは、添付しているチラシに掲載しておりますのでご覧いただきますよ

うお願いいたします。 

 

 








